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メコン地域における官民協力・連携促進フォーラム第３回日メコン全体会合 

渡邉日本商工会議所大メコン圏ビジネス研究会会長ご挨拶 
 

【冒 頭】 

 私は、日本商工会議所の大メコン圏ビジネス研究会会長を務めております、伊藤忠商事株

式会社の渡邉と申します。日本側産業界を代表して、ごあいさつ申しあげます。 

 

まず最初に、遠路はるばる来日された、カン・ゾー・ミャンマー国家計画・経済開発大臣

をはじめ、メコン地域各国の政府代表、産業界代表の皆様を心から歓迎申しあげます。 

 

【総 論】 

メコン地域は、豊富な労働力や天然資源を有し、経済発展の著しい中国とインドに隣接し

ており、地政学的にも重要な場所に位置しています。着実な経済成長を続けるメコン地域に

おいて、昨年は、（タイ、ベトナムを中心に）多くの日本企業が投資を行うなど、日本とメコ

ン地域の経済関係は、年々確実に強化されています。 

 

メコン地域は、各国ごとに抱える事情や問題はあるものの、ASEANが2015年の共同体構築

を目指すうえで、その発展が必要不可欠であります。こうした中、近年、ASEAN 連結性（コ

ネクティビティー）の強化を図るため、メコン地域においては、経済回廊の開発をはじめと

するインフラの整備が進められています。そして、こうした環境の整備が、メコン地域内の

サプライチェーンの機動力を高め、同地域のポテンシャルを高める要素となっています。 

 

日本商工会議所では、メコン地域における新たなビジネスチャンスを探ることを目的に、

2002年に「大メコン圏ビジネス研究会」を設置し、以来、各国政財界との懇談会、経済ミッ

ションの派遣、セミナー・勉強会等の開催などを通じて、メコン地域各国との関係強化に努

めて参りました。特に、近年開催している各国の大使をお招きしての勉強会は、毎回100名

を超える参加者が集まるなど、大変盛況となっており、日系企業のメコン地域への関心が急

速に高まっていることを肌で感じております。 

 

【商工会議所の活動】 

日本政府は日本企業の海外展開を推進していく方向性を示しておりますが、日本商工会議

所では、「中小企業の海外展開支援」に取り組み、成長著しいアジア諸国とともに成長してい

くための仕組みづくりに努めています。その一環として、昨年９月には、岡村会頭を団長と

する経済ミッションを、ベトナムとミャンマーに派遣いたしました。各国の政府関係者と懇

談を行い、投資環境やビジネス環境の整備・改善について、政策提言活動を行い、さらに両

国の商工会議所との連携のもと、各国でビジネスマッチングを行いました。 

 

具体的にはミャンマーでは、ミャンマー連邦共和国商工会議所連合会（UMFCCI）と第９回

目の合同会議を開催し、農業、工業、観光、インフラ分野における両国の連携・協力ついて

議論を行うとともに、両国の政府に対して、二国間の投資協定の早期締結と官民対話スキー

ムの構築を要請いたしました。 
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また、ベトナムでは、計画投資省と覚書（MOU）を締結し、日本の中小企業のベトナム進出

支援、ビジネス環境整備に資するために定期的な協議会の開催について合意しました。 

 

日本商工会議所は、今回訪問した２カ国のみならず、堅調な経済成長を背景に、魅力を高

めているメコン地域各国に対して、今後も、積極的かつ着実にアプローチを重ねていき、相

互理解の促進、経済連携の強化に向けて、貢献していきたいと考えております。 

 

【日・メコン協力における官民連携】 

メコン地域は、我が国企業にとって、重要な生産拠点であるとともに、力強い消費市場で

もあります。この地域において、ビジネスの拡大が期待されている分野としては、インフラ

整備、資源開発、自動車関連産業、食品加工産業、小売業、バイオエタノールや太陽光発電

等の新エネルギー部門、エコシティーなどの環境ビジネス、ライフサイエンス等、多くの分

野が挙げられます。そして、日本の官民で連携してこれらの分野への支援を行っていくこと

は、同地域の経済発展に大きく寄与していけるものと信じています。 

 

 また、本年は、日ASEAN友好40周年であり、様々な記念行事の開催に向けて、官民で協力

を行っているところであります。これらの行事は、国民レベルの交流を図る良い機会でもあ

り、文化面での日メコン協力拡大も期待されるところであります。本日午後の分科会では、

文化・クリエイティブ産業をテーマとしたセッションが設けられており、日本とメコン地域

各国での外食産業振興に関する発表や、日本政府と民間テレビ局による番組輸出に関するプ

ロジェクトが紹介される予定と承知しております。 

 

日本には、約400万社の企業があり、そのうちの99.7％が中小企業であります。日本では、

中小企業が屋台骨となり、日本の経済を支えています。メコン地域が持続的な経済成長を続

けていくためには、中小企業の育成が重要な課題と言えます。日本には、高い技術を持った

中小企業が数多くあり、そのような日本の中小企業のメコン地域各国への進出は、メコン地

域内の産業基盤を強化していくうえでも、大きな可能性を持っています。ぜひ、メコン地域

各国におかれましては、日本の大企業のみならず、中小企業にも進出しやすい環境づくりを

進めていただけることを望んでおります。 

 

【結 び】 

最後になりましたが、昨年に引き続きこのように盛大に「第３回日メコン全体会合」が開

催されますことを、日本の産業界を代表して、心から歓迎申しあげたいと思います。日本と

メコン地域各国の官民が一体となって協業することが、同地域の発展に寄与し、それがひい

ては日本の経済発展にも繋がっていくものと確信しております。 

 

以上、私のごあいさつとさせていただきます。ご静聴、ありがとうございました。 

 

（了） 

（約2,200字） 


